
 

全トヨタ労連 ２９期（前）統一テーマ 経過報告シート 桜井グループ 

産業目線 

 

目線区分 産業目線 

取り組み項目 ②企業誘致 

テーマ 企業の誘致に向けた支援 

前回まで 

取り組み状況 

・令和２年度に向けた政策要望を提出 

・企業立地推進室にて工業経済会との意見交換を実施するが、課題として発言がし難いとの意見あり 

 

今回 

組織内議員の 

具体的取り組み 

1.令和 2年度に向けた政策要望の回答 

① 個人補助金の「市内商品券化」制度 

回答：先進事例を踏まえながら、個人向け補助金の金券化導入に向けて研

究していきます。 

 ② 地域における社会的課題解決に向けた創業支援 

回答：「買い物支援」として高齢者の自宅からアイ・モール三好までの送

迎を実施しています。 

③ 魅力創出事業新設 

回答：商工業活性化補助金「特産品等開発事業」等において、魅力ある商

品の開発にかかる費用を支援 

 ④ 企業ニーズや情報収集ができる仕組みづくり 

回答：新たな産業立地に向けた方向性の検討やアンケート調査を実施し、

令和２年４月より企業立地促進条例を施行。（３月定例会） 

 

2.工業経済界との意見交換会の課題対応「発言がし難い」（一般質問） 

・企業のニーズや情報収集及び市からの助成金、補助金等の情報提供

を行うため、企業等へ市の職員が出向き出張相談を実施予定。 

 

【図や活動の様子が分かる写真など】 

◆企業立地推進室との意見交換 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
◆出張相談パンフレットと申請書 

今後の取り組み 

・出張相談の実績フォローと課題の確認 

・政策要望の回答に対しての確認と次年度に向けた政策要望の作成。 

報告回 
＃２政治センター幹事会 

（１月度） 

＃３政治センター幹事会 

（５月度） 

＃４政治センター幹事会 

（８月度） 

みよし市 所属議員 渡邊郁夫、高木和彦 

 



 

全トヨタ労連 ２９期（前）統一テーマ 経過報告シート 桜井グループ 

組合員目線 

 

目線区分 組合員目線 

取り組み項目 ②道路 

テーマ 交通事故防止に向けた道路整備 

前回まで 

取り組み状況 

・令和２年度に向けた政策要望を提出 

・交通事故防止に向けた施策（一般質問） 

今回 

組織内議員の 

具体的取り組み 

1.令和 2年度に向けた政策要望の回答 

① 歩道のバリアフリー化の計画的な推進 

回答：計画的に順次歩道の段差解消を進める。 

 ② ゾーン 30の効果と課題対応 
回答：実施区域の交通事故発生はなく効果あり、今後も行政区と警察署

と協議し推進。 
 ③ 市内の大規模交通量調査対応 
回答：近隣市にて計画されているスマート ICを始め、本市を取り巻く交

通状況を把握し、将来の交通需要に対する在り方を検討。 
 ④ 高校、大学、企業との連携仕組みづくり 
回答：令和元年度より三好高校、東海学園大学と連携し交通安全啓発活

動、または、交通安全教室を実施。 
 ⑤ 高齢者安全運転支援装置等搭載自動車購入補助制度 
回答：令和元年 12月より 70歳以上の方に自動車後付け安全装置への購

入補助を実施。 

 

2.交通安全事故防止対策（県との連携） 

・県道 234号線（明知大池下交差点）停止線を後退 

・県道 234号線（明知工場正門前）横断歩道への道路照明灯設置 

 

【図や活動の様子が分かる写真など】 

◆大型トレーラが曲がれるように停止線後退！ 

 

◆植栽や雑草により視覚が発生！歩道が通れない！ 
 （除草を実施） 

  
 

  

今後の取り組み 

・カーブミラー設置判断点数表の状況フォロー 

・植栽や雑草により、視界確保の困難によるヒヤリ、ハット事例の相談が多い。みよし市においては、交差点周辺の視界の妨げになる場所においては、植栽の

伐採やコンクリートによる雑草防止を図っている。今後、市、県、国道の管理基準の統一が必要と考える。 

 

報告回 
＃２政治センター幹事会 

（１月度） 

＃３政治センター幹事会 

（５月度） 

＃４政治センター幹事会 

（８月度） 

みよし市 所属議員 渡邊郁夫、高木和彦 

明知工場 
曲がれない 

約２ｍ後退 


